
告
に
基
づ
き
、
各
種
の
課

題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

市
民
意
識
の
啓
発
に
努
め

ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
、
平
成
１８
年

度
で
計
画
期
間
が
終
了
す

る
「
新
女
性
プ
ラ
ン
」
の

全
面
改
訂
を
行
い
ま
す
。

外
国
人
市
民
施
策
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
市
内
に

在
住
す
る
外
国
人
の
人
権

に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

昨
年
戦
後
６０
年
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
た
こ
と

を
踏
ま
え
、改
め
て
平
和
・

非
核
の
大
切
さ
を
訴
え
、

平
和
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
《
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
心
か
よ
う
ま
ち
づ
く

り
》
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。人

々
が
生
活
す
る
上
で

の
最
も
基
本
的
な
願
い
は
、

「
安
全
で
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
私
は
、
子
ど

も
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ

る
人
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
人
々
が
安
全
で
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

新
年
度
に
は
、
子
ど
も

に
対
す
る
犯
罪
等
に
対
処

す
る
と
と
も
に
、
災
害
に

対
し
て
も
適
切
に
備
え
る

た
め
、
防
犯
や
、
災
害
・

防
災
に
関
す
る
情
報
な
ど

を
携
帯
電
話
等
に
配
信
す

る
「
に
し
の
み
や
安
心
ｅ

ネ
ッ
ト
」
の
導
入
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
「
ま
ち
づ
く
り
防
犯

グ
ル
ー
プ
」
の
結
成
を
進

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
安

全
に
関
す
る
情
報
が
よ
り

有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

公
共
施
設
な
ど
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
、
阪
急
電

鉄
阪
神
国
道
駅
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
設
置
し
、
Ｊ
Ｒ

甲
子
園
口
駅
に
つ
い
て
も
、

県
や
鉄
道
事
業
者
と
の
合

意
に
基
づ
き
、
設
置
に
向

け
取
組
み
を
進
め
る
と
と

も
に
、
市
内
道
路
の
段
差

解
消
等
の
改
良
事
業
を
計

画
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
な
ど

に
お
け
る
心
臓
疾
患
等
に

よ
る
緊
急
事
態
に
対
処
す

る
た
め
、
本
庁
舎
、
保
健

所
、
各
消
防
署
及
び
教
育

委
員
会
事
務
局
に
自
動
体

外
式
除
細
動
器
を
設
置
い

た
し
ま
す
。

本
市
の
人
口
増
の
特
徴

は
、
若
い
子
育
て
世
代
の

増
加
が
比
較
的
多
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

人
々
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
、
子
育
て
の
喜
び

を
実
感
で
き
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
「
西
宮
」
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
健

康
で
心
豊
か
に
育
つ
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
保
育
所
の
待

機
児
童
の
解
消
策
と
し
て
、

平
成
１９
年
度
に
開
園
を
予

定
し
て
い
る
「（
仮
称
）南

甲
子
園
保
育
園
」
ほ
か
１

園
の
整
備
に
対
し
て
補
助

を
行
う
と
と
も
に
、
保
育

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
に
対

応
す
る
た
め
、
社
会
保
障

審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、

保
育
所
の
民
営
化
へ
の
取

組
み
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

費
用
負
担
の
適
正
化
の
た

め
、
保
育
料
の
改
定
を
行

い
ま
す
が
、
子
育
て
支
援

の
観
点
か
ら
、
第
３
子
以

降
の
保
育
料
を
無
料
と
い

た
し
ま
す
。

留
守
家
庭
児
童
育
成
セ

ン
タ
ー
は
、
用
海
ほ
か
３

か
所
の
整
備
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。ま
た
、子
育
て

に
関
す
る
様
々
な
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
に
し

の
み
や
子
育
て
ガ
イ
ド
」

で
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
手
当
は
、
国
の
制

度
改
正
に
伴
い
、
対
象
を

小
学
６
年
生
ま
で
拡
大
し

て
支
給
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
に
対
す
る
福
祉

は
、
介
護
保
険
法
の
改
正

に
伴
い
、
予
防
重
視
型
シ

ス
テ
ム
へ
の
転
換
等
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
第
１

号
被
保
険
者
の
保
険
料
を

改
定
い
た
し
ま
す
。ま
た
、

平
成
１７
年
度
に
策
定
す
る

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

及
び
「
介
護
保
険
事
業
計

画
」
を
着
実
に
実
行
し
て

ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
施
設
は
、
社

会
福
祉
法
人
等
が
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
介
護

老
人
保
健
施
設
各
１
か
所

を
開
設
す
る
と
と
も
に
、

平
成
１９
年
度
開
設
に
向
け
、

３
か
所
の
建
設
に
着
手
い

た
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
の
福
祉

は
、
平
成
１８
年
度
か
ら
施

行
さ
れ
る
「
障
害
者
自
立

支
援
法
」に
基
づ
き
、福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化
等
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
引

き
続
き
「
障
害
福
祉
推
進

計
画
」
の
見
直
し
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、浜

町
に
お
け
る
知
的
障
害
者

通
所
授
産
施
設
の
建
設
に

対
し
て
補
助
を
行
う
ほ
か
、

老
朽
化
し
た
名
神
あ
け
ぼ

の
園
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
設

備
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
央
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
使
用

し
て
い
る
西
宮
健
康
開
発

セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備
の

更
新
に
つ
き
、
費
用
負
担

を
行
い
ま
す
。

母
子
及
び
寡
婦
に
対
す

る
福
祉
は
、
新
た
に
看
護

師
な
ど
の
資
格
取
得
を
促

進
す
る
な
ど
、
母
子
家
庭

自
立
支
援
給
付
金
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

中
央
病
院
は
、
平
成
１５

年
度
か
ら
の
３
か
年
経
営

健
全
化
計
画
に
お
い
て
、

当
初
目
標
と
し
た
不
良
債

務
の
解
消
が
困
難
と
な
っ

た
状
況
を
受
け
、
収
益
の

安
定
化
と
費
用
の
削
減
に

向
け
て
の
新
た
な
計
画
を

策
定
し
、
経
営
体
質
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
診
療
報
酬

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
な
ど
経

営
環
境
が
一
段
と
厳
し
さ

を
増
す
中
、
経
営
形
態
の

基
本
的
な
あ
り
方
に
つ
い

て
も
検
討
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
《
文
化
を
は
ぐ
く

み
人
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ

く
り
》
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

「
音
楽
と
出
会
う
ま
ち

西
宮
」
事
業
と
し
て
、
引

き
続
き
「
県
立
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し
た

事
業
や
、
ま
ち
か
ど
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
う
と
と
も
に
、

西
宮
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
タ
ウ

ン
推
進
事
業
と
し
て
、
音

楽
と
美
術
を
融
合
し
た

「
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
事
業
や

市
民
が
企
画
・
実
施
す
る

公
募
型
文
化
イ
ベ
ン
ト
を

新
た
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
ア
ミ
テ
ィ
ホ
ー
ル

の
老
朽
化
し
た
音
響
設
備

を
年
次
計
画
に
基
づ
き
改

修
い
た
し
ま
す
。

「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」

は
、
昨
年
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た

が
、
平
成
１８
年
度
は
本
大

会
の
年
で
あ
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
の
お
力
も
お
借

り
し
、
是
非
と
も
成
功
裏

に
終
わ
る
よ
う
、
市
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
な
る
市
民
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
の

サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
は
、

引
き
続
き
整
備
手
法
、
時

期
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
自
治
会
等

が
設
置
、
運
営
す
る
地
域

自
主
管
理
集
会
施
設
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
２
か
所

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

編
纂
を
続
け
て
お
り
ま

し
た
市
史
現
代
編
に
つ
き

ま
し
て
は
、
第
一
巻
「
通

史
編
」
を
発
行
し
、
編
纂

作
業
を
完
了
い
た
し
ま
す
。

続
い
て
、《
持
続
可
能
な

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
》
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。自

然
と
共
生
す
る
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
国
指
定

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地

区
内
に
指
定
し
た
「
甲
子

園
浜
生
物
保
護
地
区
」
に

つ
い
て
、
時
期
を
限
定
し

て
立
入
制
限
を
行
い
、
シ

ギ
、
チ
ド
リ
類
の
飛
来
地

と
し
て
保
全
を
行
う
と
と

も
に
、
甲
子
園
浜
自
然
環

境
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
行

い
ま
す
。

公
園
緑
地
は
、
阪
急
電

鉄
か
ら
寄
付
を
受
け
た
仁

川
植
物
園
を
市
民
の
緑
地

と
し
て
維
持
管
理
す
る
と

と
も
に
、
武
庫
川
河
川
敷

緑
地
の
一
里
山
町
地
先
か

ら
田
近
野
町
地
先
に
至
る

区
域
に
お
い
て
、
園
路
等

の
整
備
を
行
い
、
ま
た
、

国
道
１
７
６
号
の
新
生
瀬

大
橋
高
架
下
に
、
児
童
遊

園
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
植
物
生
産
研
究

セ
ン
タ
ー
の
バ
イ
オ
技
術

を
活
用
す
る
な
ど
、
花
と

緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

経
験
し
た
本
市
と
し
ま
し

て
は
、
そ
の
教
訓
を
い
か

し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
土
砂
災
害
、

津
波
災
害
、
洪
水
災
害
な

ど
に
関
す
る
総
合
的
な
防

災
マ
ッ
プ
で
あ
る
「
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
、
市
内
全
世
帯
に
配

布
す
る
と
と
も
に
、
県
の

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

に
対
す
る
地
元
負
担
を
行

い
ま
す
。

県
に
お
い
て
は
、
本
市

の
甲
子
園
浜
の
公
園
な
ど

を
利
用
し
て
、
広
域
防
災

拠
点
を
整
備
す
る
計
画
で

あ
り
ま
す
が
、
本
市
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
県
と
協

力
し
、
自
然
災
害
の
対
策

に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
発
生
し
た

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
脱
線
事

故
を
教
訓
に
、「
地
域
防
災

計
画
」
の
「
大
規
模
事
故

災
害
対
策
編
」
を
策
定
い

た
し
ま
す
。

消
防
車
両
は
、
は
し
ご

自
動
車
等
の
更
新
を
行
う

と
と
も
に
、
熱
画
像
直
視

装
置
の
配
備
、
高
度
救
命

処
置
用
資
器
材
の
更
新
等

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
消

防
通
信
設
備
及
び
応
急
救

護
所
用
エ
ア
ー
テ
ン
ト
を

整
備
す
る
な
ど
、
災
害
時

へ
の
備
え
を
充
実
、
強
化

い
た
し
ま
す
。
消
防
団
の

生
瀬
分
団
西
車
庫
を
移
転

し
、
整
備
い
た
し
ま
す
。

市
営
住
宅
の
耐
震
診
断

及
び
外
壁
等
の
改
修
を
行

う
と
と
も
に
、
住
宅
用
防

災
警
報
器
設
置
事
業
に
着

手
い
た
し
ま
す
。

西
宮
北
口
駅
北
東
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

引
き
続
き
、
残
さ
れ
た
建

物
の
移
転
や
道
路
及
び
宅

地
の
整
備
工
事
を
推
進
し
、

事
業
の
早
期
完
了
を
目
指

し
ま
す
。
西
宮
北
口
駅
南

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
事
業
計
画
の
変
更
を

行
い
、
早
期
の
事
業
完
了

を
目
指
し
ま
す
。
西
宮
北

口
駅
南
地
区
ま
ち
づ
く
り

整
備
事
業
は
、
西
宮
北
口

駅
周
辺
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
ノ
宮

駅
の
間
の
案
内
板
、
歩
道

照
明
の
整
備
等
を
行
い
ま

す
。西

宮
北
口
駅
周
辺
は
、

本
市
の
都
市
核
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
。
東
西
交
通
の

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
お
り
ま

す
阪
急
今
津
線
は
、
高
架

化
を
目
指
す
こ
と
に
つ
い

て
、
県
、
阪
急
電
鉄
と
一

定
の
整
理
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
西
宮
ス
タ
ジ

ア
ム
跡
地
開
発
に
つ
い
て

も
、
こ
の
度
、
阪
急
電
鉄

か
ら
計
画
素
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
素

案
に
基
づ
き
、生
活
環
境
、

交
通
問
題
、
既
設
周
辺
商

業
施
設
へ
の
影
響
、
緑
地

の
確
保
な
ど
の
課
題
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
る
と
と

も
に
、
必
要
な
対
応
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

鉄
道
関
係
は
、
平
成
１９

年
春
開
業
予
定
の
Ｊ
Ｒ
新

駅
に
つ
い
て
、
道
路
等
の

周
辺
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
引
き
続
き
阪
神
西
宮

駅
南
の
駅
前
広
場
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
阪
神
本
線
連

続
立
体
交
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